
拝啓　青田を渡る夕風が心地よい季節となりましたが　皆さま


ますますご健勝のことと心からお慶び申し上げます


さて　私どもの両親がこのほど結婚後五十周年を迎えました


つきましては常日頃からご親交頂いている皆様をお招き申し上げ


心ばかりの金婚内祝いの午餐会を左記により催させて頂きたく


存じます　


ご用繁多のところご迷惑とは存じますがなにとぞお繰り合わせの上


ご来駕賜りたくご案内申し上げます　　　　　　　　　敬　具


　平成〇〇年五月吉日








　　　　　　　　　　　　長　男　渡辺市朗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 子供一同





　　　　　　　　　記


日　時　　平成〇〇年六月三十日（土）午後一時より


場　所　　東京〇〇会館　八階　亀鶴の間


　　　　　　東京都〇〇区〇〇三丁目三番三号


　　　　　　電話〇三（〇〇〇〇）八八八八番


　　　　　　　　　　　　（ＪＲ〇〇駅下車徒歩五分）


　　　　　　　　　　　　　※地図を同封しておきましたのでご参照下さい





　　　　　　　　　　　　　様





お手数ながらご都合を　月　日までにご返信お願い申し上げます　　


なおご出席の節は平服でお願い申し上げます








